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2007 年  12 月  01 日  

熊野の旅 古い台所 昔の女  

 ずっと取り上げてきた奥川邸の台所に代表されるように、古い家の台所は今のキッ

チンなどと呼ばれるものとは趣が違います。 
 古い形が残されていると言うことはなんだか嬉しい気分になりますが、この台所を

任されていた主婦の方は大変だったと思います。 
 炊事作業の動線がものすごく長く、下が土間なので冬場はいくら南国だといっても

朝晩は寒い場所です。 
 今はおくどさんを観光目的でどんどん焚いていますが、昔々を除いて、近代では薪

の手配も大変だから一日中焚くようなこともなかったはずです。 
 通りがかりにちょいと煙突に手をかざして温まるなんて出来なくなっていたはず

です。 
 おまけに、昔の家の台所はおおむね暗いものです。 
 家の構造上、軒がかぶさってきて家全体が暗いのですが、台所は北向きに構えるこ

とが多いのでなおさら暗いのです。さらには、防犯？のために格子がはまっているこ

とも多いのです。 

 

 昔の家の台所に立ったことのある人ならお分かりかと思いますが、この奥川邸の台

所はこれでも明るい方です。 
 この格子のはまった窓の前は広い中庭になっているからです。小さな家の坪庭では

なく、日の当たる中庭です。町場では珍しいものです。 
 しかし、流し作業中に外に目をやっても空が見えるわけでもなし… 
 今の主婦なら気が詰まってしまうものです。 

 
 『戦後強くなったのは靴下と女』などといわれますが、強くなったはずの女性が今

では「自律神経失調症」だとか「うつ」だとかの人がやたらと多いようです。 



 明るいキッチン、軽減された家事労働、息抜きのテレビ…それなのに… 
 こうしてみると、日本の女性が本当に強かったのは古い時代だったのかもしれませ

ん。外に対してではなく、内側の強さですが… 
 おばあさんたちの話でも、『海にはまって死のうかしらん…と思うたことは何回も

あった』などと出てきましたから、不満を持つ前に『つらかった』のでしょうね。 
Tags:熊野古道 昭和 モノクロ              by je2luz | 2007-12-01 11:38  

 

 

 

 

2007 年  12 月  02 日  

熊野の旅 しずかさや・・・旅人  

 ・・・岩にしみいる・・・セミの声は聞こえませんでしたが、静かでした。 
 先週は確か連休でした。ポツポツと熊野古道歩きの人たちは見かけたのですが… 
 日が傾いた『松本峠』で旅人のシルエットでも撮ろうかと出かけました。 
 家から車で 5 分ほどの『松本峠』木本側の中腹駐車場に車を止めたのが午後 2 時

40 分頃でした。 
 数枚の写真を撮ってから、古道の石畳の脇に腰をかけてカメラを抱いて人を待ちま

した。 
 新聞社やテレビ局のように「仕込みの女」を連れている訳ではなし、ひたすら通る

人待ちです。 
 冬場ですから、日は十分傾いてきているのでムード的には悪くなかったです。 
 回りは紅葉は無くともすっかり晩秋の気配でした。 
 百人一首では『風の音にぞおどろかされぬる』とやらありますが、その風の音も無

い実に穏やかな山道でした。 
 しかし…誰もやってきません。木本側からも大泊側からも・・・ 
 20 分ほどして、一人、大泊から越えてきました。 
 特に気配を消していたわけではなく、道端に越を下ろしていただけなのですが、私

に気付かずに通り過ぎようとしていました。 
 『すみません』と、声をかけたらすごくびっくりしたようでした。誰も居ない山道

を歩いていたので人が居るなんて想定外だったようです。 
 『後姿をとらせてください』 
 『どうぞ・・・』 
 『ありがとうございます』 
 だけの会話でそのまま歩いて降りていってもらいました。 
 オートワインダーのある今のカメラなら数枚は取れるでしょうが、私が持ち出した

カメラでは一枚がやっとです。おまけに、出来は現像するまで分からない… 



 
 それからも道端に腰をかけて、モデル待ちを続けました。 
 まだまだ日没までには時間のある午後三時…しかし、誰も来ませんでした。 
 40 分座り続けて、そのひと一人だけでした。 
 若い女性とまでは行か無くても、数人は通り、露出やアングルを変えて数枚は撮れ

るだろうと思ったのですが… 

 
 しかし… 
 実に静かで、いかにも峠道らしい… 
 実に良い雰囲気でしたね。 
 さすが『世界遺産』です。 
 ほめているんですよ。 

 
カメラは   コダック・メダリスト II・エクター100ｍｍ 
Tags:熊野古道 世界遺産 クラシックカメラ         by je2luz | 2007-12-02 11:04  



2007 年  12 月  03 日  

熊野の旅 やり玉に上がる人工林  

 紀州は林業の国です。 
 古くは江戸時代から有料材の産出地として名をはせ、難波や江戸の家を建ててきま

した。 その林業が壊滅しています。 

  
 熊野古道も残っているのは峠道だけですから、山の中ばかりです。従って、回りは

ほとんど人工林です。 
 どんなに巨木に見えても屋久島と違い人工林なのです。 
 この美林は営々と続いてきた里人の手入れが生み出したものです。 
 しかし、その美林になる手前の５０年生以下の山はどんどん荒れています。 
 木材が余ってしまってどうしようもないのなら、ある意味で仕方の無い話ですが、

余って暴落したのではありません。 
 無制限に外材を輸入した結果なのです。 
 おまけに、その何割かは現地で盗伐されたもののようです。 
 ジャワでボルネオで…日本軍がてこずった密林はほとんど姿を消しました。熱帯の

再生不能なジャングルを破壊しつくしたのです。 
 同じように、再生不能なシベリアの森林も荒涼たる沼地に変え続けています。 
 日本材は基本的には中小企業が供給を担っています。片や外材は商社と言う大きな

所が担っています。その政治力の差は歴然としていました。 

 
 国敗れて山河あり…等と言いますが、こうした無計画な売国奴によって、国は売ら

れ、山河すら荒れ果てようとしています。 
 日本の田舎は、その基盤を山に置いてきました。山があればこそ、自給自足も成り

立ってきたのです。 
 土木などと言うものは一過性のもので基盤にはなりません。同じように世界遺産な

どは生活の基盤たりえません。 

 
 たまたま据えつけてあったビデオカメラの前で大きく抜けた山肌が落ちてゆくの

が、時々放映されています。 
 あの吉野のような事が、何所で起きてもおかしくなくなって来ています。 
 私の目で見ても、熊野古道の横の山でも危険な所は見かけられます。 
 看板を立てたり、手すりを作ったりの金は使っても、その山を危険でなくなるよう

にする方向には金は使いません。 
 でも、このおかしな使い方には、『地域振興』の錦の御旗が立てられているのです。 

 
 自国の資源を使おうともしないで放置して置きながら、最近では、『人工林を拡大

したことが悪い…』と、林業が悪いがごとく報道する所まで出て来ています。 
 『熊野古道』を守ってきたのは、ほかならぬ、『紀州の林業』なのです。 
 その林業との軋轢まで生み出す… 
 どこか狂っているようです。 



 『信じれば救ってくれる…』はずの『熊野の神仏』も、あきれ果てていることでし

ょうね。 

 
 
カメラは  コダック・メダリスト II・エクター100ｍｍ 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ      by je2luz | 2007-12-03 11:21 

 

 

 

2007 年  12 月  04 日  

熊野の旅 軒先 腕木金具  

 木本の町並みが出来上がったのは結構古いようです。 
 江戸時代の古地図にも今の本町筋の所に道が描かれています。しかし、道幅まで同

じであったのかどうかは確かめておりません。 
 日本の古い町並み同様、普通の家の間口は狭く、大店の間口が広いのも共通です。 
 ほとんどの古い家が平屋建てと言うのも多くの町に見られる形です。 
 例え二階があっても、立ちを低くして目立たなくしてあるのも古い建物には多いで

すね。 
 ここ木本を治めた『紀州藩奥熊野代官所』に『間口税』があったのかどうかは分か

りませんが、間口三軒ほどが標準です。一番古い『親地町』になると二間とか二間半



のものも多くあります。 
 藩によっては、軒の高さにも税金を掛けたと言う話もあります。極端に軒先の低い

家が残っている所もありますが、木本は奈良のほうで見られるような、『手を伸ばせ

ば軒に届く』というほど低いものはほとんど無いですが、それに近いものは残ってい

ます。 
 本町筋は表通りです。小さいとは言え表通りに家を構えるくらいですから、中産階

級だったの家だったのでしょうね。 
 ちょいとした家には、『付け庇・化粧庇』が付いています。 
 腕木を出し、化粧垂木をのせ、庇を二段にして格好良くしてあるわけです。 
 屋根裏の小屋組みでは、化粧垂木の端を母屋下で押さえ込んで軒端（のきばな）が

下がらないようにしてあるのです。柱に取り付けた腕木は、ものすごい目方が掛かる

ので『一分の狂い』どころか『髪の毛一本』の隙間も許されない細工です。 
 田舎の百姓家の納屋などでは、この部分に大きく曲がった木の根元部分を取り付け

て荷重に耐えさせようとしたものも見かけられます。 
 この、『大工の腕の見せ所』部分に、大正時代頃でしょうか、ごまかし金具が流行

ったようです。 

 
 こんな「棚受け金具」みたいなものが、あちこちの家で見かけられます。 
 デザインは少しずつ違っているのですが、さほど丈夫な物では無さそうです。しか

し、これをつければ腕木の下がりはかなりの部分で防げるでしょうね。 
 しかしながら、『はやり』で無いと『みっともない』細工になりますね。痛んでき

て補修したわけでは無いですからね。 
 この金具は新しい建物では見かけなくなります。 
 『流行』と言うものは不思議な物です。 
 『木本大工』の腕が悪かったわけでもなし、『熊野・紀州材』が悪かったわけでは

ないのですからね。 
 まさに、『流行』だったのでしょう。 
 Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2007-12-04 11:23  



2007 年  12 月  05 日  

熊野の旅 田舎の家・昔の家  

 昔の家と今の家の大きな違いは、台所より便所の方が大きいかもしれません。 
 台所も構造が大きく変化しましたが、便所も大きく変わっています。 
 古い家と今の家では、便所の位置が随分違います。 
 汲み取り式から水洗式もしくはバキュームカーの導入に変わったことがこの変化

を可能にしたのです。 
 かつては、汲み取り作業をしなくてはならないので、便所の外にはそれなりのスペ

ースが要りました。 
 汲み取り時代は、当然、『臭い』から逃れることは出来ませんでした。それに、殺

虫剤などの無い時代には、『ハエ・蛆』からも逃れられませんでした。 
 こうしたことから、田舎の家では便所は『外便所』でした。家から離すことでそう

したものから逃れていたのです。 
 町場に入っても、屋敷が細長い町だと中庭とかに分離していました。 
 廊下でつないだりしているのが町の家で、完全に外に出なくてはならないのが田舎

家でした。 
 何時も取り上げる『奥川邸』ほど大きくなると、便所も座敷から行ける客用の『内

便所』と普段使う『外便所』が用意されています。 
 この客用便所でも、今のように建物の中には取り込んでいません。建物の外に突き

出すようにして作ってあります。それに、この『奥川邸』の内便所は、新築時に作っ

たのもではなく増築したような感じです。 風呂もここに『内風呂』が用意されてい

ますが、普段はこれを使うことは無かったと思います。 庭に面した所に『はばかり』

を作っているので、ほんの少し『目隠し』をしています。 
 この建物は熊野古道歩きの時に立ち寄って、中までみることが出来ます。ぜひ、ゆ

っくりここで休まれればよいと思います。 

 

Tags:熊野古道 昭和 モノクロ     by je2luz | 2007-12-05 10:37 



2007 年  12 月  06 日  

熊野の旅 改造済み されど・・・  

 ここ『奥川邸』も保存状態が良いとは言え、生活していた建物なので、時代ととも

に手入れもされる代わりに改造もされて来ています。 
 昨日も取り上げた『便所』も当初作られた時とは明らかに違う便器に変わっていま

す。 

 
 周りの雰囲気を壊さないように考えられた改造ですが、この便器は水洗になってい

ます。右の板戸の中は今様の様式便器です。 
 この建物の頃には浄化槽と言うものも無く、昔式の『朝顔』が座っていたものと思

われます。 
 いまでは見かけることがなくなりましたが、昔の『朝顔』にはすごく凝った物が多

かったものです。 
 形はもちろん、絵付けをした今では考えられないほど立派な物が座っている便所が

多かったものです。 
 ここの建物の格から言うと結構な物が座っていた可能性が強いのですが… 
 博物館・資料館的にはそういうものが残っている方が嬉しいものですが、お城なん

かと違い、『古民家』と言うものにはその中での生活があったのですから、全てが残

ると言うわけには行かないのです。 
 家と言うものは、人が住まなくなって、雨戸を閉めて放置すると、中でほこりを立

てる人が居なくてもホコリがたまり、くもの巣さえ張ってきます。換気もされないの

で日本の夏の湿気が床下から上がって家中にたまり、畳を腐らせ、短期間に家を壊し

て行きます。まるで、映画の廃屋のセットのようになります。 
 それだけに、保存の状態が良い所には生活があるということなのです。 
 山間部などで残る百年、いや二百年の風雪に耐えてきたしっかりした田舎屋でさえ、

無人・無住になると、ほんの１０年ほどで崩れ落ちてくるものなのです。 

 
 家は人が作り、人を作り、人とともに生きているものです。だから、人との縁が切



れると家は死んでゆきます。 
 自由に生活のあった空間まで見学できる建物もそう多くありません。この奥川邸な

どはそういう意味では貴重な存在だと思います。 
 日本の古来の生活が伺える近代建築です。 
 カメラは  センチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５ｍｍ 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ       by je2luz | 2007-12-06 12:17 

 

 

 

 

2007 年  12 月  07 日  

熊野の旅 定例 熊野市報１２月号より  

 今月も『熊野市報１２月号』からの抜粋を・・・ 

 
 お誕生 16 
 お悔やみ 22  

 
 毎月こんな数字ですね。 
 お亡くなりになった方で、最高齢は９８歳、最若年が６８歳です。９０歳以上が７

名も居ます。 
 長寿化と言う貯蓄を食いつぶし始めたようです。 
 数はともかく、若い人の死亡が無いのを良しとしましょうか・・・ 

 
 人口動態 
  人口    21.181  （-16） 
   男     ９８８９   （－2） 
   女    11.292  （－14） 
  世帯数  10.197   （－7）    （ ）は前月比 

 
 人口と世帯数を見てください。 
 少ないと言うのだけではなく、一世帯の人数です。 
 21181/10197＝ 2.077 です。 
 つまり、二人平均と言うことです。 
 子供の居る世帯もあります。 
 と、言うことは・・・そうした戸数を引き算してゆくと、独居世帯が多いのが分か

ります。 
 都市部の『独居世帯』には若い学生さんや独身の方が多いのですが、ここのような

田舎では、『独身』は『独身』でも老人の死別後の『独居老人』が多いのです。 
 『独身女性』といっても結婚経験者で、『未亡人・後家さん』といっても、平均年

齢は・・・・？？と言うことです。 

 



 行事予告がたくさん載っていると人寄せにも役立つのでしょうが、地元紙でも広報

誌でも結果報告はたくさん写真入りで載せるのですが、把握しにくいのかあんまり載

りません。 

 
 『くまの駅伝大会』 
 １月１３日 （日） 
    11：00 スタート   所 JR 熊野市駅前を発着地点とする 
  部門 一般男子（高校生を含む） 中学生男子 一般女史（高中生を含む） 小

学生 
  チーム編成 ４人 ただし、小学生は６人 
  参加資格 おおむね小学校４年生以上で完走できる健康な人。また、高校、高専

以下のチームは校長または指導者の許可を得てください・ 
  参加費 運営協力費として３０００円 高校・高専以下は１０００円 
  募集期限 １２月１４日 （金） 

 
 この駅伝は、ちゃんとした駅伝ではなく、一区間も短いミニ駅伝です。まともなチ

ームの参加はもちろんありません。市民レベルの気楽な物です。 
 当日、大勢で熊野古道歩きに来られるなら、参加申し込みをしておいて走ってみて

はいかがですか？ 
 コースには『花の窟』『獅子岩』も含まれて居ますよ。 
 『花の窟』から『獅子岩』へ向かう国道４２号線の上り坂は走る人には結構きつい

ものです。 

 
 もう一つ… 
 以前からほんの一部の教員住宅が貸し出されたこともあったのですが、田舎の学校

にはつき物だった『教員住宅』のほとんどが長年空家になっています。 
 生徒数の減少で先生の減った学校もありますし、学校自体が休校になってしまった

ところもあるのです。それに、今の先生は昔のように薄給でもないし、山の中暮らし

よりは町場からの自家用車通勤を好むからです。 
 熊野市教育委員会では本格的に処分を検討しているようです。 
 何所を処分するのか分かりませんが、市内の各地に点在しています。 
 ただ・・・この『教員住宅』と言うやつは建設当時の建築基準法では認められてい

たのでしょうが、床が極端に低い物が多いです。それに、安普請、おまけに空家で締

め切り状態が長年続いたのですから、家の形をしているだけに過ぎないものもありま

す。 
 古民家は手を入れれば趣のある家になったりしますが、戦後立てられた教員住宅で

は？？？なのですが、一応手に入るようです。 
 たまに、熊野の田舎で家を探す方も居られますが、一つの候補にはなるのかもしれ

ません。 
 私としては、環境は別として建物は絶対にお勧めできませんが… 
 問合せ先は 熊野市教育委員会 電話 熊野市役所 0597-89-4111 内線 11 か

416 



 下のは波田須小学校校長用住宅です。 
 こんな立派な物はめったにありませんし、払い下げ予定はこんなものではないはず

です。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ       by je2luz | 2007-12-07 11:36 

 

 

 

 

2007 年  12 月  08 日  

熊野の旅 豊作 みかん  

 今年は温州みかんの成り年のようです。 
 昨日はみかんを貰いに行ってきました。 
 目的の畑につくまでには、一時期は「みかん狩り」で少しは観光客も来ていた『金

山パオロット』他、民間のみかん畑も抜けて行きました。 
 添付の地図で『老人ホーム』下辺りの少し色の薄い緑の所は『金山パイロット』を

含むみかん畑です。 
 もう、収穫、出荷の大詰めに来ているのですが、まだまだ鈴なり状に実をつけた木

が一杯ありました。 
 このあたりの農家はまだ中国人の研修生とかを受け入れる体制に無いので、昔通り

に近所、近在のおばさんが頼りの農作業です。 
 消毒、剪定作業は大変といっても、自家作業でそこそこやれるのですが、初夏から

の『摘果』、初秋からの『収穫』はとても家内労働でできるものではありません。 
 過疎と老齢化でこの。近所・近在のおばちゃんの労働力が無くなって来ています。 
 そもそもこの傾向は、昭和４０年代頃に田舎のあちこちに出来た『メリヤス工場』、

『ハーネス工場』によって、百姓や山働きのおばちゃんをごっそり持って行かれたあ

たりに始まっています。 
 昭和６０年代に入り、外様のそうした工場はどんどん閉鎖され消え去りましたが、



建物の中での労働に慣れてしまったおばちゃんたちは、ほとんど畑には戻ってくれま

せんでした。１０年も２０年もたってから畑や山に戻れと言うのは無理があります。 
 そして、その人たちも若くて６０代になって来ています。戦力外通告を受けるくら

いなのですが、やる気があれば８０のおばあちゃんでも雇用しているのが今のみかん

農家です。 
 摘果から収穫まで、半年ほどは仕事があります。年金を貰いながら働くには適度な

物かもしれませんが、人が居ません。 

 
 たくさん成りすぎた『実』を小さいうちにちぎって捨てるのが『摘果』です。これ

をやらないと、たくさんの実がなる代わりに、小粒な物ばかりになります。 
 地元では、この小粒な物、S 寸とか S 寸以下のものが好まれます。小さいものの方

が甘いし、中の皮も柔らかで、袋のままでポイッと口に入れて食べられるからです。 
 しかし、市場に出すと、L－M－S の順で安くなってしまいます。地元の評価は逆

なのですがねえ・・・ 
 私の知り合いの畑でも、人手不足で摘果が遅れ、収穫開始直前までやっていました。 
 実が大きくなってから摘果しても、あまり効果はありません。樹勢も衰えます。そ

れでも、必死にやっていました。 
 これは、この地方全体にいえることなので、何所の畑も鈴なりの代わり、小粒な物

が多いですね。 

  
 温州みかんはお正月で一きりつくものなのです。だから、この時期に完熟するよう

な品種が多く植えられています。 
 今だと木の上で完熟しているのでものすごく甘いのです。 
 三ケ日や有田に比べ、生産量は少ないですが、甘さははるかに上なのは、温暖な気

候のおかげなのでしょうね。とにかく甘いです。 
 ただ…都会で南紀のみかんにめぐり合うことはほとんど無いでしょうね。 

 
 以前には私が選んだ特選みかんを持って日本橋三越の三重県物産展に出店してい



たこともあったのですが… 
 生産量２トンしかない有機・低農薬のもので『黒糖みかん』と命名してやったもの

です。 
 手間が掛かりすぎて、栽培が増えませんでした。 
 写真のは普通のものです。普通栽培の方がカイガラムシなど付いていなくてきれい

です。 
 みかんにつき物だった『カイガラムシ』なんて今の人は知らないのでしょうね。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 昭和             by je2luz | 2007-12-08 10:13  

 

 

 

 

2007 年  12 月  09 日  

熊野の旅 日本の美意識 和風建築  

 

 
 この小窓は奥川邸の内風呂の脱衣場・洗面所のものです。 
 さほど広くない庭を真横から眺める位置にあります。 
 座敷の縁側からはまともに見える位置に建てなければならなかったから考え出さ

れたものかと思います。 
 細かい格子に障子で内側からも外側からも適度な目隠しと趣を作り出しています。 

 
 日本の建物は、本来、こうした感覚の目隠し、開放のバランスがとられているもの



です。 
 『縁側』と言うものすごく開放的な座敷と庭をつなぐ空間があったり、その内側に

は冷たいすりガラスではなく、暖かな紙を張った『障子』があって随時外と内を遮断

できるようになっています。 

 
 『家は夏をむねとすべし』などと書いた御仁が昔居られましたが、日本の夏にはこ

うした『採光』、『採風』の知恵を生かした建物が最適でしょう。 
 こうした建物はクーラーが効かない…と良く言われますが、本来は、『クーラーが

要らない…』なのです。扇風機の一台もあれば耐えられるものですし、何百年も何千

年もそんなもの無しで越してきたのですからね。 
 私はクーラーは動かしていません。今、動かして動くのかどうかも分かりませんね。 
 この、奥川邸のような『和』の建物では無いのですが、海のそば小さな町で、ヒー

トアイランド現象なども無いですから、十分耐えられます。 
 最近はほとんど窓の無いような住宅まで出現していますが、一体どうするつもりな

のでしょうね。 
 古くから伝わる、『和』の知恵だけでも生かして欲しいものです。 
 カメラは  センチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５ｍｍ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2007-12-09 10:41  

 

 

 

 

2007 年  12 月  10 日  

熊野の旅 木本の間取り 『店』  

 日本の古い町の町並みは、お屋敷街を除き、良く似た雰囲気になっています。 
 家と家がぴったりくっつき、玄関も道のすぐそばにあります。 
 この玄関の位置も、今の宅地のように奥行きが無いからではなく、奥行きは十数間

とか二十間とかあるのに前一杯に建てているのです。 
 この何十年とかに建て直した家では少し引っ込んで建てた家が見受けられますが、

旧来の建て方のおかげで、町並みが整然としていたものなのです。 
 ヨーロッパではブロックにっては、引っ込んではならないところ、逆に決められた

だけさがらなくてはならないところ…と言う風に決められた町があるようです。 
 日本でも藩の通達でそうなった所もあるようですが、自然発生的に町並みが整って

行った面が大きいようです。昔から、「みんな一緒」が好きだったのかもしれません。 
 木本町もふるい町屋がどんどん少なくなって、たとえ、概観が古くても、中は改装

されていることが多いのです。 
 今日の写真は、本町の中ほどにある民家です。『三重無尽銀行』が創業した所です。 
 今では『無尽銀行』なんてなくなりましたが、この『三重無尽』が『第三相互銀行』

になり、今では『第三銀行』と言う地方銀行になっています。本店も「第三銀行」の

途中までは記念通りの端っこ、上木本にある『第三銀行熊野支店』のところにあった

のですが、今では他所へ移ってゆきました。スーパー『オークワ』も同じ道をたどっ



て熊野から本店は出てゆきました。 

 
 銀行のあった建物といっても普通の町屋です。多分、大きな耐火金庫はあったでし

ょうが、家の作り自体は典型的な木本の家です。 
 間口はさすがに少し広いものです。 
 間口が広い分、入ってすぐの土間や裏まで通り抜ける通路はゆったりと広くなって

います。 
 しかし、通路のそばに表から、三つの部屋が並んで、中庭（坪ノ内）につながる構

造は同じです。 
 一番表の部屋を『店』と呼ぶのも共通です。 

 

 『店』といっても、ここは銀行業であり、小売業ではないので大きな土間ではなく

部屋になっています。 
 『紀南ツアーデザインセンター』になっている『奥川邸』も同じように、入ってす

ぐが帳場・店になっています。 
 取り壊した私の本家の家も同じように、障子の入った部屋で『店』でした。材木商

の帳場になっていたのです。 
 この家も、熊野古道歩きの人達の見学用に一応開放されていますが、『奥川邸』と

は違い、一般民家です。ここでは普通の生活がありますから、土間と『中の間』まで

の開放です。訪れた方もその辺をわきまえておいて欲しいと思います。 
 カメラは  センチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５ｍｍ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ         by je2luz | 2007-12-10 11:17 

 

 

 

 

2007 年  12 月  11 日  



熊野の旅 木本の間取り 玄関・土間  

 家に一歩入るとものすごく暗いのが古い町屋の特徴です。 
 これは、軒が深く、低くて光が入りにくいと言うこともあるのですが、家の中の柱

や壁が煤びて真っ黒になっているからでもあります。 
 左右に窓が無いと言うこともありますが、玄関を入ってすぐの土間の部分でも暗い

のです。 
 入ってきた光はこの黒い柱や壁にすっかり吸収されてしまいます。 
 こうして写真を撮る時に、壁や柱に露出計を向けると、露出計の針がすっと下に張

り付いてしまいます。 
 木本は暖かい所ですから、囲炉裏をどんどんたいたというわけではないはずなので

すが。こうした土間の一番奥に作られた『おくどさん』の煙が長年の間に家中を完全

に黒く染めます。 
 日本の古い家が長持ちする理由は、太い柱を使ってあることもありますが、最高の

防腐剤としての煤やタール分が家中の隙間まで入り込んで、木が腐ったり、カビが生

えるのを食い止めて来たからです。 
 踏み台に登って届く範囲は乾拭きで磨き上げられていますから、まさに『黒光り』

しています。 
 元々、油気の多い『紀州桧』の柱で、放って置いても光ってくるものを、煤をまぶ

しながら長年かけて磨き上げてきたわけです。 

 

 大きな家には女中さんや男殿がたくさん居て、毎日の掃除、季節ごとの大掃除もや

っていたので隅々まで手が入っています。 
 戦後になって、そうした人手を入れられなくなっても、磨き上げた柱などは光を失

いません。 

 
 上の写真は、家の真ん中辺から表通りを見たものです。 
 今式の玄関よりははるかに開口部は大きいのですが、やっぱり中は真っ暗です。 

 



 玄関の天井が異常に低いのにお気づきでしょうか？ 
 木本をはじめとする町屋に多く見られるのですが、手を伸ばせば届くような高さに

天井を張ってあります。 
 天井の桟がものすごく太くて、「３寸の４寸」などと言う桧材が使われています。

今の二階の床の根太なんかよりはるかに頑丈ですが、上に二階がのっているわけでは

ありません。屋根裏を利用した、物置があるだけです。 
 湿気が無く、保管場所には優れているのですが、使い勝手は良くありません。出し

入れもはしごを使ってしなくてはならないので、季節によってごっそり入れ替えるも

のや、使わなくなったものを上げておくのに使われたようです。 
 屋敷が細長いので、中庭部分に納屋とか蔵があったのですから、出し入れの多いも

のはそちらに仕舞っていましたからね。 
 玄関の天井が低いのも、一つの作法のようなものだったのでしょう。 

 
 カメラは   コダック・メダリスト II・エクター100ｍｍ 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ       by je2luz | 2007-12-11 11:29  

 

 

 

 

2007 年  12 月  12 日  

熊野の旅 木本の間取り 中の間   

 木本の本町筋の家の典型的な間取りは、表の方から三部屋順に並んだものです。 
 左右に窓の無い建物で三つの部屋を並べると、真ん中の部屋には窓も何にもありま

せん。 
 光も通らなければ風も通りません。 
 蒸し暑い夏を越す知恵として、間仕切りのふすまを『よしず障子』に替えたりして

いました。 
 竹を細く加工したものや、細い葦の茎を使った風通しの良い建具です。。 
 風は良く通るのですが、およそプライバシーなんて無いのと同然でした。 
 こうした間取りで二世帯とか三世帯が住んでいたわけです。それでも、子供は沢山

出来ていますが… 
 細長い屋敷を生かして、裏庭に離れを建てて分かれたりしましたが、これに使用人

まで居たわけですから大変だったでしょうね。 
 この、真ん中の部屋、『中の間』には、元来、通り抜けの土間との間に建具は入っ

ていませんでした。真っ暗で吹きっさらしと言うわけです。 
 通路の上辺りには、明かりを取るために、『天窓』が開けられていました。 
 この天窓は『だんなし』と言われるお金持ちの家では、屋根は瓦屋根で、ガラスが

入ってきてからはガラスが入った天窓が使われていました。『貧乏たれ』と言われる、

庶民の家では屋根は『杉皮葺き』で天窓は穴が開いているだけでした。 
 この天窓には蓋がついていて、紐を引っ張って開け閉めして居ました。 
 その昔になると、煙突のない『おくどさん』も多かったですから、煙抜きの穴でも



あった訳です。 

 

 天窓を付けると言う事は、屋根まで障害物があってはだめと言うことですから、天

井を張ることも出来ません。 
 通路との間に建具は無い…その通路部分には天井もない、外に面した建具は木製で

風は通り放題…なのです。 
 この『中の間』には『箱火鉢・長火鉢』…時代劇の親分や銭形平次などが座ってい

る所にある、あの長方形の火鉢が必ず座っていました。 
 この火鉢の場所は、その家の『あるじ』の席でした。 
 表側の『店の間』の監視やら、下働きの人の監視。さらには来客の接待までそこで

やっていたのです。 
 南国木本でも、真冬になるとこの部屋は寒いものです。 
 昼間はこの火鉢に炭火を入れて手だけを温めます。まあ、昼間はここの気温ならこ

れでも何とか凍えませんが、夜になると隙間風が応えます。 
 掘りごたつを作る習慣が無いので、夜になってもせいぜい『置炬燵』だけです。 
 私も、高校時代、こうした家で祖母と三年間過ごしました。 
 この部屋に、当時としては珍しいテレビを据えていましたから、いくら寒くても我

慢してこの部屋に居なくてはならなかったのです。 
 だから、この形の部屋が残されている家がほとんど無くなったのは理解できます。 
 見物に来る人には良いでしょうが、生活するものには、使い道の無い部屋なのです。 
 写真の家も、改造するかどうか、悩んでおられるようです。 
 カメラは  センチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2007-12-12 11:14  

 

 

 

 



 

2007 年  12 月  13 日  

熊野の旅 熊野の味 The Takana  

 本格的な冬がそこまでやってきたようです。 
 山間部では毎日のように霜が降り始めたようです。 
 霜が降り始めると、山間の畑では、野菜類の勢いが途端に無くなって、物によって

はそれこそ『しもやけ』になって、融けてゆきます。 
 霜が降りるようになっておいしくなる野菜と言えば、普通は『ネギ』ですね。甘味

が増すと言われていますね。 
 熊野の名物、『めはり寿司』の原料の『高菜』もこの寒さが来るとおいしいのがで

きるように成ります。 
 葉っぱが大きいので霜は嫌いなのですが、霜が降りるくらい気温が下がるほうが、

高菜自体の味が良くなります。 
 寒くなれば生育は当然遅くなります。遅くなった分、味が凝縮されるからでしょう。 

 

 これは、昨日、我が家の庭で収穫した高菜です。 
 真ん中においてあるのは普通の３０cm のものさしです。 
 高菜の葉っぱと言うやつはこれくらいに成ります。もちろん小さいのもありますが、

昔から、これくらいのを収穫して漬け込んだものです。 
 我が家は海のそばなので、少々、すくすくと育ちすぎます。 
 霜などと言うものは降りません。雪も何年に一回か、うっすらと積もるくらいです。

だから、高菜の葉っぱもいじけることなく立派に育ちますが、その分、辛味が少なく

なっているはずです。 
 山間部、大又川沿いの飛鳥・五郷なら、同じ品種でももっと縮れて葉も厚くなるは

ずです。 



 このように、大きな葉だけを欠きとって収穫を続けるのです。春になってトウがた

って来るまで続けるのですが、ここのように暖かい所と、寒い所では、当然欠きとっ

て次のが大きくなるまでの日数が違います。おそらく、同じ株からの収穫回数は、海

のそばと山間部では１・２回違うでしょう。それでも、高菜の産地は山間部なのです。

平地で楽に作れる、この海岸線が産地にならないのはそれなりの意味があるのです。 

 
 この大きな葉っぱをそのまま塩漬けにしたのが『高菜漬け』です。 
 そして、これを使って、ご飯を包み込んで握るのが『めはり寿司』です。 
 下の方の茎を切り落として、細かく刻んで醤油をまぶし、ご飯の混ぜ込んで握るこ

とで、味が濃くなって、山働きの弁当に最適だったのです。 
 いまは、こんな大きな葉っぱをそのまま使うことは無く、もっと小さなものの先の

方だけを使い、上品に二口程度で食べられるものに仕上げていますが、昔の『めはり』

はこの大きな葉っぱを使って、茶碗二杯ほどのご飯を硬くギュッと握りこみました。 
 だから口を最大限まで開けてかぶりつかないと食べられません。 
 『めはり』は『目張り』でかぶりつく時、目をかっと見開くと言う所から来たと言

われています。 
 我が家では今回で二回目の収穫・漬け込みです。 
 春までの間に、あと６・７回は収穫できます。 
 せっせと漬け込んで、冷凍して…結局は食べきれないのです。 
 一回に三枚食べても、一株で２０枚ほど採れると、７回分…それが２０株ある

と・・・・・・ 
 そうなんです、３日に２回、高菜漬けを食べないと食べきれないのです。 

 
 寒い山間部でも育つし、漬物は『古漬け』になるまで保存できるし… 
 昔の山間部の食生活にはすごくありがたい作物だったのが分かります。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 大又川             by je2luz | 2007-12-13 10:54 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年  12 月  14 日  

熊野の旅 木本の老舗  

 古くから開けて、浜街道の東の端っこの通りだった本町ですから、歴史は古いはず

です。 
 本町通りは、熊野灘に面した七里御浜沿いの道です。 
 今でこそ、海岸沿いに立派な堤防がありますが、戦後までは事実上堤防が無かった



ところですから、何度も災害でやられたりしたと思います。 
 それにしても、『老舗』らしき店があまり残っていないのです。 
 屋号で呼ばれる家は何軒か残っていますが、『店』を今もやっているところは皆無

に近いのです。 
 本町通り自体が衰退し、新しい店も無いのですから当然なのでしょうが、それにし

ても無いですね。 
 明治からでも 100 年を越えています。 
 開業以来 100 年を越えて同じ商売をしているのは、今日の写真の『呉服屋さん』

くらいでしょうか。この店は次の代も帰ってきておりますから、あと何十年かは暖簾

を下ろさないで行けるようです。 

 
 西日の当たる場所なので、こうした日よけを毎日掛けたり外したりしています。 
 いかにも老舗の呉服屋さんと言った風情をかもし出しています。 
 残念ながら、建物自体は鉄筋コンクリートなのですが… 
 このお店の横が割合と新しい広い道路なので、本町筋の屋敷の細長いことが一目で

見られます。 
 浜側に走っている国道までが一軒の屋敷です。 
 ここのような「大店」は間口もありますが、間口が二間半しかなくても、同じだけ

奥行きがあります。 
 普通の屋敷の三つ分くらいの奥行きはあるのですが、なんとも使いようが無いのが、

古い町屋の屋敷です。 
 カメラは  センチュリー・グラフィック+テッサー135ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ        by je2luz | 2007-12-14 10:46 



2007 年  12 月  15 日  

熊野の旅 ほんの少しの秋 木本小学校の銀杏  

 いつも書いていますが、ここは比較的南国なので、町の後ろに見える雑木山もきれ

いに色付く木があまり生えていません。場所の良い所は人工林になっているので、秋

になると、緑が少し汚くなった感じで冬に備えます。 
 遠くから山を眺めると、あちこちに黄色くなった木や赤くなった木が点在するので、

『秋』探し出して感じるようなものです。 
 熊野古道歩きに来られると分かりますが、ここ紀伊半島は平地の極端に少ない所で

す。 
 それでも空が広いのは、見えているところの半分が海だからです。 
 木本から新宮に掛けてなだらかに伸びる七里御浜の背後にある平地も、ちょいとし

た川のそばに開けた河川敷と変わらない広さしかありません。 
 それだからでしょうが、町も狭く、道も狭くなっています。 

 
 本町通りは昔の道ですから街路樹はありません。近代になって作った記念通りには

街路樹はあったのですが、狭い歩道と言うこともあり、段々無くなってゆきました。 
 木本の町中で、木がまともに生えているのは、町の真ん中にそびえる『要害山』と

いう岩山の天辺に生えているものと、あとは熊野市立木本小学校の植え込みだけです。 
 ここの植え込みは春になると桜が咲き、秋？になると銀杏が色付きます。 
 校庭の銀杏は表通りには面していないので余り人目につかないのですが、記念通り

に面した校舎のそばの分が色付いて、季節を告げてくれます。 

 
 黄色くなるのは毎年１２月です。 
 今の時期。黄色く染まって、一気に葉を落とします。 
 ほんの一週間ほどの『晩秋』？『初冬』？の風物詩です。 
 季節感があって良いのですが、町中ではこの落ち葉が嫌われていますね。 



 そのため、日本の街路樹は丸坊主に剪定されているものが多くてかわいそうです。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 七里御浜         by je2luz | 2007-12-15 11:12 

 

 

 

2007 年  12 月  16 日  

熊野の旅 町の片隅 裏口のおしゃれ  

 何処の町でもそうだと思います。 
 町全体を眺めるとどんどん移り変わってしまい、その町の歴史とか、栄えた頃の面

影とかは薄れてしまっていても、町の片隅に、昔を偲ばせるものが眠っていたりする

ものです。 
 城下町だと、建物が失われていても、石垣やお堀が残されていて、昔の栄光を忍ば

せてくれるものです。 
 門前町だと、その町を作り出し、支えてきた神社仏閣が残されていて、歴史が止ま

った空間があったりします。 
 宿場町には独特の雰囲気を残した一角があったりします。 
 山間の集落などでは、道こそ広げられて舗装され、『道路』になっていますが、田

圃や畑は昔の風情をとどめるところがあります。それも、近年では圃場整備とかで根

本的に変えられたり、廃集落になり消えて行ったりして減っていますが… 

 
 木本のように中途半端な田舎町は、昔から人が住んでいても、お侍さんは『奥熊野

代官所』に勤める人だけでしたし、今でこそ『世界遺産・熊野古道』なんて言います

が、この先に大変な難所を抱える所なのに『宿場町』でもなし…とりたてて、この町

を代表する時代は無いようです。 
 江戸時代は紀州藩の隅っこで、米を取るほどの平地も無く、ここで魚をとっても、

和歌山や浪速に送るとすればカチカチの干物にするくらいしかできない所だし、紀州

の殿様が江戸に登る時に行列が通るわけでもなし…さほど栄えはしなかったようで

す。 
 木本が栄えたのは、明治以降、汽船によって材木などが搬出されるようになってか

らのようです。一気に材木屋、林業家がお金持ちに成り、街は栄えたようです。 
 そして、大正、昭和へと鉄道が入り、巡航船が尾鷲とを結ぶようになって、物流や

人の流れの拠点として町が大きくなったようです。 
 その頃に建てられた建物や、お金持ちになった人が、狭くて土塀で取り囲んだり出

来ない狭い屋敷を飾るために作った石垣などが、ポツポツと残っています。 
 表通り側は、道一杯まで出して家を建てていますから、そうしたおしゃれな塀は裏

側の路地に面した所に作られたものが多いのです。 
 幅３尺とか４尺しかないような路地み面した所に残されている、そうした時代の遺

産は、観光客の皆さんの目に留まることも無く、地元の人にも忘れられています。 
 石垣とレンガの組み合わせ…大正から昭和初期らしきもの、石垣と土塀など、結構、

趣はあるのですが… 



 何処へ行っても路地裏に入りたがる私のような人が居れば目にされることがある

かもしれません、。時間があったら探してみてください。 
 香港などの路地裏と違い取って食われることはありませんから・・・ 

 

 カメラは  センチュリー・グラフィック+スーパートプコール６５ｍｍ 
Tags:熊野古道 昭和 モノクロ     by je2luz | 2007-12-16 11:52 


